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新しい議会構成が決まりました

男女共同参画室からこんにちは・国際交流室から一言
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～はじめての歯科健診～
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４
月
27
日
に
招
集
さ
れ
た
平
成
23
年
第

２
回
越
前
町
議
会
臨
時
会
で
、
正
副
議
長

お
よ
び
議
会
選
出
監
査
委
員
、
各
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報
特
別
委

員
会
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

越
前
町
議
会
議
長　

北
　
野
　
正
　
勝

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
議

会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
去
る
４
月
27
日
の
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
、
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同

時
に
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
代
表
と
し
て

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
、
公

正
か
つ
透
明
で
、
開
か
れ
た
議
会
運

営
を
心
掛
け
、
様
々
な
課
題
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
は
本

町
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
法
人
税
を
は
じ
め
、
税
収

の
落
ち
込
み
は
顕
著
で
あ
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
越
前
町
の
将
来

を
展
望
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
創
意

工
夫
と
努
力
を
積
み
重
ね
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地

域
の
中
で
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
、
議
会
の
機
能
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
議
員

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
全

議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
行
政
当
局

と
建
設
的
で
真
摯
な
議
論
を
展
開
し
、

町
政
推
進
に
一
層
の
努
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

  

◎ 

山
野　

幹
夫

  

○ 

内
藤　

俊
三

 

鈴
木　

文
夫

 

木
村　
　

繁

 

橋
本　

守
行

 

黒
田　

文
男

 

北
野　

正
勝

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

  

◎ 

武
藤　

吉
明

  

○ 

笠
原　

秀
樹

 

𠮷
村　

春
男

 

山
本　

清
道

 

北
瀬　

良
春

 

上
坂　

昭
夫

産
業
土
木
常
任
委
員
会

  

◎ 

北
島　

忠
幸

  

○ 

飛
田　

良
一

 

井
上　

信
雄

 

安
井　

賢
二

 

上
杉　

  

力

 

村
上　

義
人

　
委
員
会
構
成

議　

長

副
議
長

議
会
選
出
監
査
委
員

　

北　

野　

正　

勝

　

山　

本　

清　

道

　

𠮷　

村　

春　

男

新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

議
会
運
営
委
員
会

  

◎ 

内
藤　

俊
三

  

○ 

北
瀬　

良
春

 

井
上　

信
雄

 

北
島　

忠
幸

 

山
野　

幹
夫

 

武
藤　

吉
明

議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

◎ 

上
坂　

昭
夫

  

○ 

橋
本　

守
行

 

𠮷
村　

春
男

 

北
瀬　

良
春

 

鈴
木　

文
夫

 

武
藤　

吉
明

 

笠
原　

秀
樹

 

黒
田　

文
男

  

◎ 

委
員
長

  

○ 

副
委
員
長

　

越
前
町
学
校
モ
ニ
タ
ー
に
次
の
皆
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

越
前
町
学
校
関
係
者
評
価
委
員
に
次
の
皆
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
学
校
モ
ニ
タ
ー
の
役
割
は
？

　

現
在
19
人
の
学
校
モ
ニ
タ
ー
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

学
校
モ
ニ
タ
ー
は
、
地
域
と
学
校
と
教
育
委
員
会
の
大
事
な
パ
イ

プ
役
で
す
。

○
小
中
学
校
、
児
童
・
生
徒
に
関
す
る
様
々
な
事
に
つ
い
て
、
気
が
つ

い
た
こ
と
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
や
情
報

を
教
育
委
員
会
・
学
校
に
報
告
し
ま
す
。

　

★
施
設
、
学
校
運
営
、
通
学
路
な
ど

　

★
保
護
者
の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
事
な
ど

○
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
き
情
報
交
換
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
や
校
長
、
各
種
団
体
な
ど
と
合
同
で
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。）

○ 

学
校
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
学
校
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
ま
す
。

●
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
と
は
？

　

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

に
設
置
さ
れ
、
学
校
モ
ニ
タ
ー
、
保
護
者
、
地
域
住
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
、
各
学
校
ご
と
に
４
、５
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

○
各
評
価
委
員
は
学
校
行
事
に
参
加
し
た
り
授
業
参
観

を
行
う
な
ど
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
学
校
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
が
自
ら
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
「
学

校
評
価
」
の
結
果
に
つ
い
て
、
意
見
を
述
べ
た
り
情

報
を
交
換
し
た
り
し
ま
す
。

　

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

学
校
評
価
が
適
切
に
行
わ
れ
、
学
校
教
育
の
質
の
向
上

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協

力
に
よ
る
学
校
づ
く
り
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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友
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榮
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萩
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光
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菅
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伊
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智
徳

学 
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名

朝
日
中
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友
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エ
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竹
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隆

関
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孝
一

山
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美
子

越
前
中

酒
井　

智
之

濵　

喜
久
一

小
道
世　

進

荒
矢
か
を
る

宮
本　

嘉
次 

織
田
中

大
川　

寛
子

和
田　

幹
弘

相
馬　

節
子

牧
野　

裕
美

島
田　

豊
治

教
育
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
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男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

T
O
P
I
C
S

え
ち
ぜ
ん
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Vol. 74

日本のご近所さん ASEAN 茶話会開催案内

越前町国際交流協会ブログ開設

国際交流室　☎34－8713問合せ先

　皆さんは「ASEAN」をご存知ですか？ ASEAN と
は「東南アジア諸国連合」のことで、インドネシア、シ
ンガポール、タイ、フィリピン、マレーシア、ブルネ
イ、ベトナム、ミャンマー、ラオス、そしてカンボジア
による地域協力機構です。
　ASEAN の国には様々な文化があります。ベトナ
ムの学校は、チャイムの代わりに銅

ど

鑼
ら

を使うことが
あります。マレーシアでは、国に貢献する人物に称
号が与えられ、最高の称号は「トン」と言います。特
に、首相や最高裁判官、外務大臣などに与えられま
す。
　1997年に ASEAN の加盟国に日本、中国と韓国が
加わり、1997年には ASEAN+3が設立されました。
これから、日本・ASEAN 間の交流はますます発展し
ます。その中で、お互いのことを知り、違いを理解し、
そしてお互いを受け入れることが大切です。これか
らも良いご近所付き合いをしていきましょう。

　外国籍の人との情報交換や新しい友達づくりな
ど、お茶を飲みながら、気軽にお話をしませんか？

　　日　時：7月2日（土）午後2時～午後4時
　　場　所：越前町生涯学習センター  2階  和室
　　対　象：越前町民、町内在住の外国人
　　締　切：6月29日（水）
　　　　　  ※事前にお申し込みください♪

　EIA のブログが開設されました。
　交流事業の様子やイベント・講座案内などの掲載
を予定しています。
URL：http://echizenia.cocolog-nifty.com/blog/

「まちづくり推進員会」と「ネットワーク」の新体制がスタート
　5月23日、えちぜん男女共同参画まちづくり推進員が
新たに委嘱され、会長と副会長を選出しました。推進員
の任期は2年間で、“気づき事業”を中心に地域への啓発に
取り組みます。ご協力をどうぞよろしくお願いします。

　また、越前町男女共同参画ネットワークは5月21日に
総会を開催し、会長、副会長ほか役員を選出しました。総
会後、「つながるよろこび、ひろがるたのしさ」と題した講
演があり、約80人が参加しました。

▲町長から委嘱状を
受取る島田さん

▲ネットワーク総会・
講演会

男女共同参画室 ☎34－8715申込・問合せ先

え ち ぜ ん
男女共同参画
ま ち づ く り
推 進 員 会

会　　 長 島田　豊治 副 会 長 鈴木　文夫　　河合　亮子
議 会 代 表 鈴木　文夫 区長会代表 岡田　健彦
企 業 推 薦 山内　景子　　月田　朋子 公 募 者 島田　豊治

朝 日 地 区
宮 崎 地 区
越 前 地 区
織 田 地 区

笠原　久恵　　木下　善治　　三村三枝子　　漆㟢まり子　　渡邉　安彦
間所　陽子　　山内美由紀　　佐々木正信　　藤井　恵一　　河合　亮子
中西　　清　　松井　愛子　　増田加代美　　室　　良江　　菱谷　一博
駒野　一子　　冨田みね子　　藤田　和範　　宇野　範子　　山岸みつ子

男女共同参画
ネットワーク

会　　 長 内藤　尚子 副 会 長 田中　太平　　高橋　忠子　　堀絹子
理 事 22加盟団体長　　個人会員4　計26人

▲森下定信会長から伝達表彰を受ける小磯久美子さん（右）

▲関町長に寄付金・目録を手渡す各団体の代表者

　

5
月
12
日
、福
井
県
国
際
交
流
会
館
で
開
か
れ
た「
行
政
相

談
委
員
制
度
50
周
年
記
念
式
典
」に
お
い
て
、濵
野
仁
史
さ
ん

（
小
樟
）が
、近
畿
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
長
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

濵
野
さ
ん
は
、平
成
9
年
4
月
か
ら
現
在
に
至
る
、14
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
各
地
区
の
、定
例
、巡
回
相
談
に
お
い
て
相
談
を
受
け
、

相
談
者
と
行
政
の
間
に
た
っ
て
、公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら

問
題
の
解
決
に
努
め
ら
れ
、こ
の
た
び
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

濵
野
仁
史
氏　
近
畿
行
政
相
談
委
員

連
合
協
議
会
長
表
彰
受
賞

　

5
月
9
日
、鯖
江
警
察
署
丹
生
分
庁
舎
に
お
い
て
少
年
の

非
行
防
止
・
健
全
育
成
に
取
り
組
む
丹
生
地
区
少
年
警
察
協

助
員
の
総
会
が
開
か
れ
、協
力
員
に
嘱
託
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、長
年
に
わ
た
り
少
年
の
非
行
防
止
に
貢
献
し

た
と
し
て
会
員
3
人
が
県
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
る
と
と
も

に
、退
任
者
2
人
に
署
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
者	

小
礒
久
美
子	（
宿
）　　

中
瀬　

保
幸	（
米
ノ
）

	

廣
比　

雄
二	（
織
田
）

退
任
者	

島
田　

欽
一	（
大
樟
）　　

水
野　

キ
ヨ	（
熊
谷
）

　

あ
い
さ
つ
で
森
下
会
長
は
、「
携
帯
電
話
の
普
及
で
、目
が

届
か
な
い
と
こ
ろ
で
女
子
中
高
生
が
被
害
者
と
な
る
事
件
が

増
え
て
い
る
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
の
利
用
を
勧
め
る
な

ど
し
て
犯
罪
防
止
に
努
め
た
い
」と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

　

５
月
13
日
、丹
生
地
区
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
、越
前

地
区
建
設
業
会
と
織
田
地
区
建
設
業
会
か
ら
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
お
よ
び
被
災
者
の
支
援
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

４
１
０
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。寄
付
金
は
今
後
、

被
災
地
へ
の
義
援
金
の
送
付
や
町
内
に
避
難
し
て
き
た
被
災

者
へ
の
支
援
な
ど
に
充
て
る
予
定
で
す
。

少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

震
災
被
災
地
・
被
災
者
支
援
の
た
め
に
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５
月
17
日
、早
朝
に
越
前
町
漁
協
の
あ
ま
組
合
20
人
が
ク

ロ
ア
ワ
ビ
３
０
，０
０
０
個
を
各
地
区
の
沿
岸
の
安
全
な
場

所
に
放
流
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、町
漁
協
お
よ
び
越
前
地
区

栽
培
漁
業
推
進
協
議
会
が
水
産
資
源
の
増
殖
と
地
域
へ
の
定

着
を
目
的
に

毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の

で
、昨
冬
に
県

栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
か
ら

入
荷
し
た
ア

ワ
ビ
の
稚
貝

は
、米
ノ
に
あ

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
が

定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
を
上
乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。。

〈
留
意
事
項
〉

◎
付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
人
は
、申
出
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

◎
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
人
は
、付
加
保
険
料
を
納
付

で
き
ま
せ
ん
。

◎
納
付
期
限（
対
象
月
の
翌
月
末
）を
過
ぎ
る
と
付
加
保
険
料

は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

住
民
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
８

　

武
生
年
金
事
務
所　

☎
２
３ｰ

１
１
２
６

　

5
月
3
日
・
4
日
、越
前
町
ホ
ッ

ケ
ー
場
な
ど
で
第
4
回
福
井
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

が
開
か
れ
、西
日
本
を
中
心
と
し
た
中

学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
か
ら
男
子
18
チ
ー

ム
、女
子
18
チ
ー
ム
、約
５
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、1
試
合
15
分
と
い
う
通

常
と
は
異
な
る
短
時
間
ル
ー
ル
で
行

わ
れ
、選
手
た
ち
は
最
初
か
ら
全
力
で

コ
ー
ト
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

男
子
の
部
で
は
、朝
日
中
学
校
が

見
事
４
連
覇
を
果
た
し
、女
子
の
部

で
は
朝
日
中
学
校
が
3
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
賞
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

　
優
　
勝　

朝
日
中
学
校

　
準
優
勝　

伊
吹
山
中
学
校（
滋
賀
県
）

　
第
3
位　

篠
山
中
学
校（
兵
庫
県
）

【
女
子
の
部
】

　
優
　
勝　

伊
吹
山
学
校（
滋
賀
県
）

　
準
優
勝　

大
谷
中
学
校（
富
山
県
）

　
第
3
位　

朝
日
中
学
校

　

今
年
度
か
ら
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
、町
民
の
皆

さ
ん
に
越
前
町
の
各
種
政
策
・
イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他
行
政
情

報
を
映
像
で
お
届
け
す
る「
越
前
町
い
き
い
き
情
報
局
」を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

放
送
日
時　

毎
日
３
回
放
送

　
　
　
　
　

・
午
前
７
時
55
分
～

　
　
　
　
　

・
午
後
０
時
55
分
～　

　
　
　
　
　

・
午
後
７
時
55
分
～

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
０

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

選
挙
す
べ
き
人
員　

20
人

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

6
月
17
日（
金
）　

午
後
2
時
～

　

朝
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

　
（
越
前
町
役
場
横
）

立
候
補
届
出
書
類
事
前
審
査

　

6
月
27
日（
月
）　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

　

朝
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
1
階
第
2
研
修
室

立
候
補
届
出
受
付
日

　

7
月
5
日（
火
）　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

　

朝
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

立
候
補
辞
退
届
出
期
限

　

7
月
5
日（
火
）　

午
後
５
時
ま
で

選
挙
期
日（
投
票
日
）

　

7
月
10
日（
日
）

朝
日
中
学
校
が
男
子
の
部
で
優
勝

行
政
番
組
開
始
の
お
知
ら
せ

越
前
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

付
加
保
険
料
の
申
出
は
大
変
お
得
で
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

▲朝日中学校男女ホッケー部

▲磯に放流

▲出荷作業の様子

　付加年金保険料は月額400円です。
　付加年金の受給額は200円×付加保険料を
納付した月数です。

（例）付加保険料を10年間納付された場合

付加保険料の納付額＝
400円×12月×10年＝48,000円

　　　　　↓　　			↓　	　	↓

付加年金の年金額＝
200円×12月×10年＝24,000円

　この場合、毎年24,000円の付加年金が老
齢基礎年金に上乗せして受け取れます。

　

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。

　

越
前
町
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。人
権
問
題
で
、困
り
事
や
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と

●
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

●
体
罰
や
い
じ
め

●
ス
ト
ー
カ
ー

●
幼
児
・
こ
ど
も
・
高
齢
者
へ
の
身
体
的
・
心
理
的
虐
待

●
障
害
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
や
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
る
こ
と
の
差
別

★
特
設
人
権
相
談
所

　
と　
き　
６
月
４
日（
土
）　

午
前
10
時~

午
後
4
時

　
と
こ
ろ　
メ
ル
シ（
織
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

　

あ
わ
せ
て
、小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品

を
織
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
メ
ル
シ
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

ま
す
。（
５
月
28
日（
土
）～
６
月
４
日（
土
））

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

〝
1
日
人
権
相
談
所
開
設
〟

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
６
月
27
日（
月
）～
７
月
3
日（
日
））

０
１
２
０ｰ

０
０
７ｰ

１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：
I
P
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
）

【
月
曜
日
～
金
曜
日
】	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

【
土
、日
】	

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

い
じ
め　

体
罰　

虐
待
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
子
、つ
ら
い

と
き
、悲
し
い
と
き
、ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
話
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

福
井
地
方
法
務
局
・
福
井
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

問
合
せ
先　

社
会
福
祉
支
援
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
４

　

１
８
６
６
年
に
越
前
町
米
ノ
の

漁
師
43
人
が
漁
の
最
中
に
水
死
し

た
事
故
を
語
り
継
ご
う
と
、事
故

か
ら
１
４
５
年
を
迎
え
た
5
月
15

日
に
越
前
地
区
の
米
ノ
墓
地
公
園

で
供
養
祭
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

長
い
年
月
を
経
る
間
に
、区
民

や
遺
族
の
な
か
で
関
心
の
薄
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
、

供
養
祭
を〝
復
活
〟し
た
理
由
に
つ

い
て
米
ノ
区
長
の
中
橋
さ
ん
は
、

「
今
回
の
供
養
祭
に
は
、供
養
の
他

に
も
う
一
つ
意
味
が
あ
る
。
い
つ
未
曾
有
の
災
害
や
事
故
に

遭
う
か
わ
か
ら
な
い
世
の
中
で
、備
え
と
用
心
の
意
識
を
再

度
心
に
刻
み
た
か
っ
た
。」と
述
べ
ま
し
た
。

▲優勝した芳野チームのみなさん

１
４
５
年
前
の
海
難
事
故
を
語
り
継
ぐ

ア
ワ
ビ
を
放
流
し
ま
し
た

　

5
月
15
日
、織
田
中
央

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か

れ
た
大
会
に
、町
内
か
ら

4
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
結

果
、朝
達（
朝
日
地
区
）が

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
な
お
、優
勝
し
た
朝

達
は
、7
月
に
開
か
れ
る

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
市
町
対
抗
の
部
に
お
い
て
、町
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

【
試
合
結
果
】

　
優
　
勝
　
朝
達（
朝
日
地
区
）

　
準
優
勝
　
越
前
ボ
ン
バ
ー
ズ（
越
前
地
区
） 

　

5
月
15
日
、越
前
町
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か
れ
た
大

会
に
、町
内
か
ら
15
チ
ー
ム
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
試
合
結
果
】

　
優
　
勝　

芳
野
チ
ー
ム

（
宮
崎
地
区
）	

　
準
優
勝　

江
波
タ
ッ
チ

（
宮
崎
地
区
）

　
第
3
位　

フ
レ
ッ
シ
ュ

（
朝
日
地
区
）

　
第
3
位　

織
田
ク
ラ
ブ	

（
織
田
地
区
）

～
第
２
回
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

３
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
～

～
第
6
回
町
民
軟
式
野
球
大
会
～

▲優勝した朝達チームの皆さん

る
中
間
育
成
施
設
で
約
5
か
月
か
け
て
約
5
セ
ン
チ
ま
で
成

長
し
放
流
に
適
し
た
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。

　

越
前
町
の
ア
ワ
ビ
漁
は
夏
に
解
禁
と
な
り
ま
す
が
、鮮
魚

店
や
飲
食
店
な
ど
で
貝
殻
つ
き
の
生
ア
ワ
ビ
を
見
る
機
会
が

あ
れ
ば
、貝
の
色
に
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
栽
培
漁
業

で
育
成
さ
れ
た
ア
ワ
ビ
は
貝
殻
が
緑
色（
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。



広報えちぜん 8広報えちぜん9

年齢にあった楽しい遊び、お子様の記念に残るおもちゃ作り、季節の行事など
お母さんも一緒に楽しめるイベントを週1回は開いています。（広報誌「ちょっぽのこ」参照）

ぜひ遊びに来てください。

■次の人は、申請が必要です
所得税非課税世帯の小学4年生から中学3年生までの
子どもの保護者

■手続きに必要なもの
　・お子さんの健康保険証
　・振込先のわかるもの（通帳またはキャッシュカード）
　・印かん（認印）
・平成23年度の所得税額のわかるもの（平成22年分
の源泉徴収票または確定申告の写し）を持って手続
きしてください。

■ご注意
　次の人は対象になりません。
　・母子家庭等医療費助成や重度障害者（児）医療費助

成などの医療費助成を受けている人
　・生活保護受給世帯の人
　・健康保険に加入していない人

　現在、小学3年生までのお子さんを対象としている
「子ども医療費助成制度」を平成23年8月診療分より拡大します。

所得税非課税世帯の小学4年生から中学3年生のお子さんも対象になります。

越前子育て支援センター
梅浦60―15―3（四ヶ浦保育園内）
37―0900

午前9：00～午後2：00
土・日曜日、祝祭日、年末年始
無料　※就学前のお子様なら何歳でも利用できます

子ども医療費助成制度の対象を拡大します

「越前子育て支援センター」よりひとこと

現在の子ども医療費助成制度 8月から拡充
小学校就学前 小1～小3 小4～中3

助 成 額 保険適用分
医療費全額

医療費負担額から次の額を控除した金額
◎1医療機関あたり（薬局を除く）
　通院：500円／月
　入院：500円／日（ただし、月4,000円を限度）

所得制限 な　し な　し 所得税非課税世帯

施 設 名

住 所

電話番号

開館時間

休 館 日

利 用 料

親子で楽しめる

憩いの場

地域のお母さんの

交流の場として

年齢にあったおも
ちゃもたくさん

体重や身長も測定
できます

問合せ先　子育て支援課　☎34－8725

子育て支援センターの紹介狩
猟
免
許
試
験

水
洗
化
の
お
願
い

　

狩
猟
を
す
る
人
は
、法
定
狩
法
の
種
類
に
応
じ
て
狩
猟
免

許
試
験
に
合
格
し
、狩
猟
を
す
る
都
道
府
県
で
狩
猟
者
登
録

を
毎
年
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
実
施
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
捕
獲
隊
員
と
し

て
参
加
す
る
に
は
、免
許
を
所
持
し
、あ
る
一
定
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

平
成
23
年
度
狩
猟
免
許
試
験
が

下
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、県
猟
友
会
主
催
の
講
習

会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
く
わ
し
く
は
県
猟
友
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日　
時　
7
月
17
日（
日
）・
18
日（
祝
）

会　
場　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井

申
込
期
限　

7
月
8
日（
金
）

問
合
せ
先

　

丹
南
農
林
総
合
事
務
所

　

丹
生
林
業
・
木
材
活
用
課

　
　

☎
３
４ｰ

１
７
９
０

　

福
井
県
猟
友
会
事
務
局

　
　
☎
０
７
７
６ｰ

２
２ｰ

７
２
０
６

　

下
水
道
は
、各
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た
水
を

集
め
、き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
を
良
く
し
、

ま
た
、河
川
の
水
質
を
保
全
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

越
前
町
で
は
、下
水
道
の
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
、水
質
保

全
や
生
活
環
境
の
向
上
に
む
け
て
の
体
制
が
整
っ
て
い
ま

す
が
、平
成
23
年
３
月
現
在
、下
水
道
を
整
備
し
た
区
域
で

の
水
洗
化
率（
接
続
率
）は
88
％
で
、残
り
12
％
の
人
が
未
接

続
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
下
水
道
も
町
民
の
皆
さ
ん
が

積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、生
活
環
境
の
改

善
・
海
や
川
の
水
質
保
全
と
い
う
、下
水
道
の
効
果
も
期
待

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
を
は
ぐ
く
み
、生
命
の
営
み
を
支
え
る「
水
」

こ
の
大
切
な
水
を
守
り
、貴
重
な
財
産
と
し
て
未
来
に
伝
え

る
た
め
に
も
、私
た
ち
の
生
活
雑
排
水
を
き
れ
い
に
す
る
下

水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

試験日 試験時間 試験会場 申請期間

第１回 ７月3日（日）9：30～ 17：30 三方公民館 5月13日（金）～
6月10日（金）まで

第２回 7月31日（日）9：30～ 17：30
福井県立大学
福井キャンパス
共通講義棟１階

5月13日（金）～
7月 8 日（金）まで

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

各
地
区
に
教
育
相
談
員
を
配
置
し
悩
み
を
抱
え
る
児
童
・
生

徒
や
保
護
者
の
教
育
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、悩

み
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
の
適
応
指
導
教
室
も

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
対
　
象　

小
・
中
学
生
、保
護
者
、教
職
員

◎
相
談
日　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午
前
9
時
～
午
後
2
時
ま
で

　
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」「
こ
れ
か
ら
ど

う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
？
」な
ど
、仕
事
に
つ
い
て
、一
人

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
悩
み
を
抱
え
て
い
る

ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

応
じ
ま
す
。

　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

平
成
23
年
6
月
23
日（
木
）

	

午
後
１
時
～
午
後
5
時

会
　
場	

越
前
町
役
場　

別
館

対
象
者	

概
ね
15
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
非
就
業
・
ひ
き
こ
も

り
の
人
お
よ
び
ご
家
族

問
合
せ
先　

学
校
教
育
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
６

越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
！

非
就
業
・
ひ
き
こ
も
り
の

若
者
の
た
め
の
出
前
相
談
会
を
開
催
！

場　
　

所

教
育
相
談
員

電
話
番
号

越
前
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

金
巻
美
智
子

３
４ｰ

８
７
１
６

越
前
町
宮
崎
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

松
山　

文
雄

３
２ｰ

７
７
０
０

越
前
町
越
前
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

仲
保
チ
エ
コ

３
７ｰ

２
２
６
２

織
田
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

水
上　

富
子

３
６ｰ

２
２
３
７

○
宮
崎
地
区
と
越
前
地
区
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
ま
し
た
。

費
　
用	

無
料

相
談
員	

若
年
無
業
者
社
会
的
自
立
支
援
員
、カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
他

予
約
・
問
合
せ
先

　

ふ
く
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６ｰ

２
１ｰ
０
３
１
１

※
ふ
く
い
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
通
称「
サ
ポ
ス
テ
ふ
く
い
」）

は
、概
ね
15
歳
～
40
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
し
、就
労
ま
で
の
自

立
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
働
く
ま
で
の
過
程
で
悩
ん
だ
り
、

つ
ま
ず
い
た
り
し
て
い
る
人
、人
と
の
接
し
方
で
悩
ん
で
い
る

人
な
ど
が
問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
、本
人
の
意
思
を
尊
重

し
な
が
ら
、就
労
を
目
指
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
共
に
考
え
、自
信
回

復
に
つ
な
が
る
支
援
を
提
供
す
る
就
労
支
援
機
関
で
す
。

8月から

拡充内容は…
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地デジ化済んでいますか？
まちづくり課　☎34－8714問合せ先

アンテナで越前中継局（黒崎）の
テレビ放送をご覧の方へのお知らせ

１. ＵＨＦアンテナの設置について
　越前中継局（黒崎）からは平成21年11月から地上デジタル放送（NHK福井・
FBCテレビ・福井テレビ）の電波が発射されています。
　地上デジタル放送はすべての電波がUHF になりますが、越前中継局（黒崎）に
対して VHF アンテナのみを向けている世帯が多く見受けられます。このよう
な世帯は越前中継局（黒崎）向けにUHFアンテナの設置が必要になります。
　（越前中継局（黒崎）受信用 VHF アンテナ＋関西 ( 宮津中継局 ) 受信用 UHF
アンテナの場合も同様です。）

２. ミキサーの交換について
　関西の電波と同時に受信している場合、アンテナの信号を混合するミキサー
（混合器）によっては、福井の放送（特にNHK福井総合テレビ）が受信不良になる
ことがあります。このような場合は電器店にご相談の上、地上デジタル放送に対
応したミキサーに交換してください。なお、関西の電波は長距離の海上を通過す
るサービスエリア外の電波のため、気象条件などで受信できない場合があります。

　地上デジタル放送を受信するためには、ケーブルテレビに加入して受
信する方法もあります。
　7月24日アナログ放送の終了まであとわずかな期間ですので、お早め
にご準備ください。

問合せ先

越前局アナログ
受信用

ＶＨＦアンテナ

アンテナ設備の例

宮津局受信用
ＵＨＦアンテナ

越前局受信用
ＵＨＦアンテナ

ＵＨＦミキサー
ブースター
（増幅器）

デジサポ福井
（総務省 テレビ受信者支援センター）
☎０７７６－３１－０１０１

福井地上デジタル放送推進協議会
（事務局：ＮＨＫ福井放送局内）
☎０７７６－２８－８８９４

　日頃よりコミュニティバス「フレンドリー号」をご利用いただきありがとうございます。
　6月6日（月）からの運行方式及び運行時刻・ルートの一部変更について、広報4月号・5月号でお知らせしましたが、
今月号では、予約が必要なバスの利用方法についてお知らせします。

マイ時刻表を作成します
　マイ時刻表は、お客様が必要とされる情報をまとめた、自分専用の時刻表です。「いつも利用する区
間、時間帯が決まっているので、その時刻表だけ欲しい」「目的地まで行くのに乗り換えをしないとい
けないが、どのバスに乗り換えればいいのかわからない」などお客様のニーズに対応した時刻表を無
料で作成しています。ご希望の方は、まちづくり課までお電話ください。なお、時刻表の大きさは、葉
書サイズと名刺サイズの2種類をご用意していますが、それ以外のサイズをご希望の場合もお気軽に
お申し付けください。

＜平日＞
　朝日地区巡回ルート　　　2・3・4・6便
　宮崎地区巡回ルート　　　1・3・4・6便
　織田地区巡回ルート　　　1・2・3・7・8・9・13便
　朝日地区乗り合いルート　全便
　越前地区乗り合いルート　全便
　織田地区乗り合いルート　全便

（1） 予約センター（☎34－2222）に電話し、氏名、利用する日、利用したいバスの「乗車するバス停」
と「降車するバス停」を伝える。

 ※予約は前日の午後5時までにお願いします。
（2） 予約したバス停から乗車し、予約したバス停で降車する。

（注）前日までに予約のない便は運行しませんのでご注意ください。

　※バス停の発着時間など詳細については、地区別時刻表及びハンドブックをご覧ください。

＜土曜日＞　新規運行
朝日地区巡回ルート　　　　全便
宮崎地区巡回ルート　　　　全便
越前地区巡回ルート　　　　全便
織田地区巡回ルート　　　　全便

１. 予約が必要なバス

２. 利用方法

＜マイ時刻表の例＞

これまでどおり



葉桜となりても今朝の寒さかな　　　木村　松子
茄子苗の太さ確かむ苗木市　　　　　山内　節子
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『ｅ～子』な越っちゃん

①③

②④

第8話

お
か
あ
さ
〜
ん
！

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、

何
月
に
結
婚
式
を
し
た
の
？

ふ
〜
ん
。
幸
せ
な
ん
だ
ね
。

え
っ
ち
ゃ
ん
も
大
人
に
な
っ
た

ら
、
い
い
人
み
つ
け
よ
っ
と
！

６
月
と
い
え
ば
、「
ジ
ュ
ー

ン
ブ
ラ
イ
ド
」
と
し
て
、

こ
の
月
に
結
婚
を
す
る
と

幸
せ
に
な
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
よ
ね
。

ま
た
ケ
ン
カ

し
た
の
？だ

っ
て
、
お
父
さ
ん
ゴ

ミ
出
し
忘
れ
た
か
ら…

で
も
、
昔
は
、
優
し
く

て
、
か
っ
こ
よ
く
て…

忘
れ
た
！

お
と
う
さ
〜
ん
！

早
く
ご
み
出
し
て
〜

　

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
の
う
ち
、

　

①
内
容
が
複
雑
で
、
②
書
類
な
ど
に
よ
る
具
体
的
な
事
実

確
認
が
必
要
で
あ
り
、
③
電
話
に
よ
る
回
答
が
困
難
な
も
の

に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
に
相
談
日
時
を
予
約
し
て
頂
き
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
、
お
名
前
、
ご

住
所
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
、
相
談
希
望
日
時
を
お
伺
い

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
質
問
や
相
談
は
、
武

生
税
務
署
内	

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」、
税
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

w
w
w
.nta.go.jp

問
合
せ
先
　
武
生
税
務
署	　

☎
２
２ｰ

０
８
９
０

　

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事
に
伴
い
、
7

月
4
日
（
月
）
か
ら
、
住
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
業
務
は
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
織
田
分
館
（
織
田
１
１
５ｰ

５
）
に
て
行
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
越
前
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
織
田
支
所
、
越
前
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
織
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
事
務
局
）
も
同
施
設
に
移
転
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
先　

行
政
改
革
推
進
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
１

　

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

☎
３
６ｰ

１
１
１
１

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
面
接
に
よ
る
税
務
相
談
～

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

夏
の
始
ま
り
を
告
げ
る
越
前
夏
ま
つ
り
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
越
前
夏
ま
つ
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販
売
し
ま
す
。
ご
希

望
の
人
は
、
次
の
販
売
店
に
て
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
東
北
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
人
々

へ
の
応
援
と
、
日
本
に
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
の
願
い
を
込

め
て
「
が
ん
ば
ろ
う
！
日
本
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
ま
し

た
。

礒
部
呉
服
店　
　
（
宿
）　　
　
　
☎
３
７ｰ

０
０
１
６

ふ
く
や
呉
服
店　
（
城
ヶ
谷
）　　
☎
３
７ｰ

０
１
３
７

柳
生
呉
服
店　
　
（
大
樟
）　　
　
☎
３
７ｰ

０
２
９
５

瓜
生
商
店　
　
　
（
道
口
）　　
　
☎
３
７ｰ

１
０
９
６

福
岡
呉
服
店　
　
（
厨
）　　
　
　
☎
３
７ｰ

１
０
１
７

越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
１
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売

○
販
売
価
格　

１
，
０
０
０
円
／
着
（
税
込
）

○
色　

①
赤
地
に
黒
字　

②
黒
地
に
白
字

　
　
　

③
黄
地
（
マ
ス
タ
ー
ド
）
に
黒
字

○
サ
イ
ズ
　
１
０
０
・
１
１
０
・
１
２
０
・
１
３
０
・
１
４
０
・
１
５
０

　
　
　
　
　

Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
・
Ｌ
Ｌ
・
3
Ｌ
・
4
Ｌ

○
申
込
締
切　
平
成
23
年
7
月
4
日
（
月
）

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主管課

平成22年度（繰）町道平等釜屋線道路改良工事 8,242,500 円 丸善工務店㈱ 建設課

平成23年度織田地区消雪設備（送・散水管）
詳細設計業務委託

3,727,500 円 ㈱東洋設計　福井支店 建設課

平成22年度（繰）町道小曽原辻堂線道路改良工事 2,677,500 円 前田建設㈱ 建設課

平成23年度織田農村環境改善センター増築工事 7,560,000 円 ㈱住榮 行政改革推進室

平成23年度茂原漁港局部改良工事 22,890,000 円 橋本建設㈱ 水産振興室

平成23年度越前水仙産地緊急育成事業越前水仙基盤
整備工事（第1工区）

23,310,000 円 岬建設㈱ 農林水産課

平成23年度越前水仙産地緊急育成事業越前水仙基盤
整備工事（第2工区）

21,189,000 円 ㈱大生 農林水産課

平成23年度越前水仙産地緊急育成事業越前水仙基盤
整備工事（第3工区）

13,545,000 円 ㈱大生 農林水産課

平成23年度越前水仙産地緊急育成事業越前水仙基盤
整備工事（第4工区）

4,462,500 円 ㈱四ヶ浦建設 農林水産課

平成22年度（繰）朝日保健センター防水改修工事 15,172,500 円 西田中建設㈱ 保健衛生課

平成23年度 工事等発注一覧（250万円以上） 4月1日～ 5月15日

6月は食育月間！
　近年、「不規則な食生活」や「生活
習慣病の増加」など、自分の食生活
に不安を感じている人も多いので
はないでしょうか。今一度自分の
食事バランスを見直し、健康的な
食生活を送りませんか ! ?
　食育とは、様々な経験を通じて
「食」に関する知識と、「食」を選択
する力を習得し、健全な食生活を
実践することができる人間を育て
ることです。
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み
ん
な
集
ま
れ

藤の花連なり咲きし滝のごと　　　　山内　照子
雨上り落花に染まる駐車場　　　　　山内　昭子

辛夷咲くパンダランドや童
わらべ

声
こえ

　　　　嵐　喜美枝
蕎麦を打つ手付き鮮やか五月風　　　酒井スマ子

広報えちぜん 14広報えちぜん15

　

福
井
県
陶
芸
館
で
開
館
40
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
る
特

別
展
「
古
陶
の
譜　

中
世
の
や
き
も
の　

ー
六
古
窯
と
そ
の

　

越
前
町
の
豊
か
な
自
然
や
町
の
景
色
、
伝
統
行
事
や
人
々

の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
越
前
町
の
四
季
を
感
じ
た
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
を
表
彰
し
、
入
選
作
品
は
、

今
後
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
越
前
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に

広
く
使
わ
れ
ま
す
。

応
募
テ
ー
マ　
「
越
前
町
で
見
つ
け
た
四
季
の
い
と
な
み
」

撮
影
期
間　

平
成
23
年
4
月
1
日
～
平
成
24
年
2
月
29
日

応
募
期
間　

撮
影
期
間
内
随
時
（
2
月
29
日
必
着
）

各
　
　
賞　

◎
一
般
の
部
…
18
歳
以
上
の
人

　
　
　
　
　
　

最
優
秀
賞　

賞
金
10
万
円
（
1
点
）

　
　
　
　
　
　

優
秀
賞　
　

賞
金
３
万
円
（
1
点
）

　
　
　
　
　

◎
高
校
生
以
下
の
部
…
18
歳
未
満
の
学
生

　
　
　
　
　
　

最
優
秀
賞　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
1
点
）

　
　
　
　
　
　

優
秀
賞　
　

賞
金
相
当
額
品
（
1
点
）

　
　
　
　
　
　

そ
の
他
、
各
団
体
賞
な
ど
全
18
点

問
合
せ
先　

商
工
観
光
課　

☎
３
４
―
８
７
２
０

講
演
会 「
中
世
陶
器
の
実
像
」
の
ご
案
内

第
五
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

宮
崎
地
区
体
育
祭
の
開
催
に
つ
い
て

織
田
地
区
体
育
祭
の
開
催
に
つ
い
て

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
無
料
貸
出

（
利
用
料
金
免
除
）
の
ご
案
内

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
利
用
が
な
い
日
の
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
棟
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
地
元
丹
南
地

域
の
住
民
へ
の
無
料
貸
出
し
ま
す
。

①
利
用
料
金
の
免
除
範
囲

・
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
利

用
料
金

・
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
利
用
に
伴
う
屋
外
広
場
の
利
用
料
金

・
机
・
イ
ス

　

た
だ
し
、
施
設
の
利
用
に
伴
う
電
気
、
水
道
、
空
調
、
備

品
（
机
・
イ
ス
以
外
）
の
使
用
に
係
る
実
費
料
金
は
必
要
と

な
り
ま
す
。

②
利
用
の
対
象

［
利
用
場
所
］

　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の

利
用
に
伴
う
屋
外
広
場
の
利
用
を
含
む
）

［
利
用
対
象
者
］

　

丹
南
広
域
圏
内
に
所
在
す
る
市
町
・
企
業
・
団
体
・
学
校
・

住
民
グ
ル
ー
プ

［
利
用
対
象
日
］

　

準
備
、
撤
去
を
含
め
、
火
曜
日
・
水
曜
日
・
木
曜
日
（
祝

日
で
あ
る
場
合
を
除
く
）
の
利
用
で
あ
る
こ
と

［
利
用
対
象
時
間
］

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時
ま
で

問
合
せ
先　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井　

☎
２
１ｰ

３
１
０
６

次
の
催
事
は
利
用
料
金
を
免
除
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
商
品
の
展
示
、
販
売
、
宣
伝
な
ど
営
利
を
目
的
と
す
る
催
事

○
宗
教
、
政
治
活
動
お
よ
び
こ
れ
ら
を
支
援
助
長
す
る
催
事

○
そ
の
他
指
定
管
理
者
が
不
適
当
と
認
め
る
催
事

※
企
業
・
団
体
・
学
校
と
は　

丹
南
広
域
圏
内
に
本
社
、

本
店
、
本
校
、
本
部
な
ど
を
置
く
も
の
を
い
い
ま
す
。

※
住
民
グ
ル
ー
プ
と
は
、
10
人
以
上
で
構
成
す
る
サ
ー
ク

ル
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
自
治
会
、
子
ど
も
会
、

婦
人
会
等
を
い
い
ま
す
。

周
辺
ー
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
愛
知
県
陶
磁
資
料
館

の
井
上
喜
久
男
氏
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

近
年
、
研
究
成
果
が
著
し
い
中
世
の
や
き
も
の
の
実
像
を
最

新
の
研
究
成
果
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

日
　
　
時　

６
月
５
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

講
　
　
師　

愛
知
陶
磁
資
料
館　

井
上
喜
久
男
氏

	

著
書
（
や
き
も
の
名
鑑
―
窯
変
と
焼
締
陶
、
名
宝
日
本
の

美
術
第
12
巻
―
古
瀬
戸
と
古
備
前
、尾
張
陶
磁
ほ
か
多
数
）

場
　
　
所　

福
井
県
陶
芸
館　

茶
苑
大
広
間

募
集
人
数　

30
人
（
要
予
約
）

費
　
　
用　

無
料
（
但
し
、
特
別
展
を
観
覧
さ
れ
る
場
合
は

入
館
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

問
合
せ
先

　

福
井
県
陶
芸
館　

☎
３
２ｰ

２
１
７
４

　

e-m
ail

・info@
togeikan.jp

　

今
年
も
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
祭
に
は
、町
代
表
選
手
が
出
場
し
、実
力
を
競

う「
市
町
対
抗
の
部
」や
、初
心
者
の
人
で
も
気
軽
に
参
加
し
、

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る「
交
流
大
会
の

部
」が
あ
り
、熱
戦
や
楽
し
い
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
申
込
み
や
種
目
な
ど
、詳
し
く
は

　
（
財
）福
井
県
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.fukui-taikyo.or.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
参
加
申
込
方
法

【
市
町
対
抗
の
部
】

必
要
事
項
を
記
入
し
た
参
加
申
込
書
２
部
を
、町
体
育
協

会
事
務
局（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
内
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
交
流
大
会
の
部
】

必
要
事
項
を
記
入
し
た
参
加
申
込
書
を
、県
の
各
種
目
団

体
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
主
な
種
目（
抜
粋
）

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
・
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
・
ペ
タ
ン
ク
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
他
に
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

※
参
加
費（
1
人
２
０
０
円
）の
補
助
が
あ
り
ま
す
の
で
、参

加
す
る
人
は
町
体
育
協
会
事
務
局
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

越
前
町
体
育
協
会
事
務
局（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
内
）

　

☎
３
４ｰ

８
７
３
０

と
　
　
き　

6
月
12
日（
日
）

　
（
雨
天
：
6
月
19
日（
日
）に
順
延
）

雨
天
順
延
時
は
12
日（
日
）午
前
6
時
30
分
に
防
災
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
こ
ろ	

越
前
町
樫
津	「
越
前
町
営
宮
崎
総
合
グ
ラ
ン
ド
」

開
会
式	

	

午
前
９
時
～

実
施
内
容	

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」の
新
種
目
を
加
え
18
種
目
を
競
技
し
、

得
点
種
目
に
つ
い
て
は
7
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
制
で
競
い
ま
す
。

ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

越
前
町
体
育
協
会
宮
崎
支
部
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宮
崎
分
館
内
）　

☎
３
２ｰ

７
７
１
２

と
　
き　

6
月
12
日（
日
）　

雨
天
中
止

　

開
会
式　

午
前
9
時
～

　

競
技
開
始　

午
前
9
時
30
分
～

と
こ
ろ　

織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

実
施
内
容
　「
絆
を
深
め
よ
う
。
日
本
」の
合
言
葉
に
ち
な
ん

だ
種
目
を
加
え
、幅
広
い
多
く
の
人

が
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
対
抗
種
目

に
8
つ
の
支
部
が
競
い
合
い
ま
す
。

ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

越
前
町
体
育
協
会
織
田
支
部
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
織
田
分
館
内
）　

☎
３
６ｰ

１
１
２
２

’11
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

み
ん
な
で
Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！！
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に

移り行く夏への温
ぬくも

り肌に受け　　　　西元　青石 広報えちぜん 16広報えちぜん17

　忘れもしない…今から7年前の平成16年7月18日（日）に未曾有の豪雨、福井豪雨が起きました。県内
では明け方未明より強い雨が断続的に降り、1時間に約100ミリという猛烈な雨を観測しました。
　この雨で県内の河川堤防が決壊し、越前町では床下浸水11件の被害が出ました。
　また、平成10年9月21日の台風7号では死者1名、負傷者4名、住宅全壊7棟、半壊12棟、一部損壊
41棟、床上浸水153件、床下浸水216件の甚大な被害を受けました。
　近年、この豪雨はもとより東北地方太平洋沖地震、津波、ゲリラ豪雨、突風、竜巻など予期せぬ「特異な自
然災害」が多発しています。
　「災害は忘れた頃にやってくる」はもう過去の話で「災害は忘れる前にやってくる」が現状です。
　皆さん、避難場所の確認はできていますか？　万一の備えは大丈夫ですか？これからの災害発生に備え
今一度、ご家族・町内・職場で体制などを話し合い、共に『災害に強い町づくり』を目指しましょう。

問合せ先	 鯖江・丹生消防組合
	 ※丹生分署	☎３６－０１１９	 ※朝日分遣所	☎３４－０１１９　※越前分遣所	☎３７－０１１９

災害は忘れる前に
やってくる！

梅雨
到来!

昨年の
水防訓練風景

　うつ病は、一生のうち約15人に１人が経験しているといわれており、誰でも
かかる可能性があります。また、気の持ちようで治るような病気ではありません。
他の病気と同じように、医療機関で治療することが必要です。

 【気づき】
うつ病では、自分が感じる気分の変化だけで
なく、周囲からみてわかる変化もあります。

周囲が気づく変化 

１. 以前と比べて表情が暗く、元気がない
２. 体調不良の訴え（身体の痛みや倦怠感）

が多くなる
３. 仕事や家事の能率が低下、ミスが増える
４. 周囲との交流を避けるようになる
５. 遅刻、早退、欠勤（欠席）が増加する
６. 趣味やスポーツ、外出をしなくなる
７. 飲酒量が増える　など

 【相　談】
　おかしいかな？あてはまるかな？と思ったらま
ずは専門家に相談しましょう。
　専門家のいるところは、精神科や心療内科、もし
くは精神科専門のクリニックなどですが、どこに行
けばいいかわからない時は自分のことをよく知っ
ているかかりつけの医師に相談したり、次の専門の
相談窓口を利用するなどしましょう。
◎ほっとサポートふくい（福井県精神保健福祉センター）
　月～金曜日／0776－26－4400
◎丹南健康福祉センター「精神科医師による心の相談」
　第1・3木曜日（要予約）／51－0034

保健衛生課  ☎34－8710問合せ先

うつ病とのつき合い方　その１
ワンポイント
「こころの健康」

②

＊健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。
　①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人
　　（必ず、事前に申し込んでください。）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください。）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。
＊がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行います。
　大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間であれば、すべての会場で回収しています。

健康増進室  ☎36−1375　保健衛生課  ☎34−8710問合せ先

実	施	日 会　　　場 ＊健康診査
肺がん・結核検診 胃がん検診 子宮がん

乳がん検診

６月２０日（月）

宮崎農村環境改善サブセンター（陶の谷） 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30

佐々生集落生活改善センター 13:00～ 13:45

岩開集落生活改善センター 14:15～ 15:00

６月21日（火） すいせん研修館 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30

6月30日（木） 朝日保健センター（朝寿殿） 8:30～ 9:30 13:15～ 14:15

7月		1日（金） 宮崎コミュニティセンター 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30 13:15～ 14:15

7月		5日（火） 上川去集落生活改善センター 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30

7月		6日（水） 越前サブコミュニティーセンター（梅浦） 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30 13:15～ 14:15

7月14日（木） 織田農村環境改善センター
「サンライズ織田」 9:00～ 10:00 8:30～ 9:30 13:15～ 14:15

成人の健康診査

　5月26日、鯖江・丹生消防組合本部で、消防団活
動に積極的に協力する消防団協力事業所の認定式
が行われ、新たに町内の4事業所が認定を受けまし
た。今回の認定で町内の認定事業所は24事業所と
なり、さらなる消防防災体制の強化が期待されます。

新規認定事業所

　信和日動化学工業（株）　　（有）オタ商事
　（株）大生　　　　　　　　越前町役場

　あいさつで鯖江・丹生消防組合の小辻消防長は、
「近年、団員のサラリーマン化により、低下した消
防団活動を、認定事業所の皆さんと協力し強化・
推進していきたい」と語りました。

欲出して体伸縮野良仕事　　　　　　	 河合　敏子
隅からの正論やがて座を制し　　　　	 関谷一之助

▲小辻消防長から認定を受ける各事業所の代表者

消防防災体制の強化に期待
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　町では、国の補助を得て、下記年齢の対象者に、検診の無料クーポン券と検診手帳を配付しました。
　一生のうち2人に1人は、がんになり、3人に1人ががんで命をおとしています。この割合は世界のトップ
レベルで、日本は世界有数の「がん大国」です。がんで命を落とさないためには、この無料クーポン券を使って
ぜひ自分のために、家族のために検診を受けましょう。無料クーポン券を無駄にしないでください。（昨年の
クーポン券受診率は30％です）

　これから活躍が期待される50～ 70歳代の人を対象に、介護予防や認知症のサポーター養成講座

を開催します。講座修了者には、地域でのサロンや介護予防教室のボランティアとして活躍してい

ただきます。

織田保健福祉センター

（	越前町織田106 ｰ 51 ｰ 1	織田病院隣	）	 駐車場はサンライズ織田です

25人

無料

6月15日（水）

＊事前に申込みが必要です

50～ 70歳代の男女会　場

定　員

費　用

申込み締切り

日程及び内容

対象者

歯は、私たちの健康と深くかかわっています。歯や
歯肉が健康で、ものがよく噛めれば、胃や腸に負担

をかけずに、全身に栄養を行き渡らせることができます。
　また、会話がスムーズにできるのも、歯がそろってい
て、はっきりと発音できるおかげです。このほか、歯ざわ
りや歯ごたえを楽しみ、味覚を豊かに保つ、美しい表情を
つくるなど、歯の働きはさまざまで、健康的な生活をする
上で欠かせないものばかりです。
　むし歯や歯周病を予防するには、歯垢をしっかり落と
すことが大切です。忙しくても、1日1回は、ていねいな
歯みがきを心がけましょう。

このがん検診推進事業は、国の要綱に基づいて実施しています。
※4月20日以降、転入された人には、配付しておりません。対象者は、健康増進室までご連絡ください。

がん検診無料クーポン券、検診手帳配付

― 6月4日（土）～ 6月10日（金） ―

自分のために  家族のために  がん検診を受けましょう50 ～70歳代の皆さんへ

< 子宮頸がん >
年齢 生　年　月　日
20歳 平成 2 年（1990）4月2日～平成 3 年（1991）4月1日
25歳 昭和60年（1985）4月2日～昭和61年（1986）4月1日
30歳 昭和55年（1980）4月2日～昭和56年（1981）4月1日
35歳 昭和50年（1975）4月2日～昭和51年（1976）4月1日
40歳 昭和45年（1970）4月2日～昭和46年（1971）4月1日

＜乳がん＞
年齢 生　年　月　日
40歳 昭和45年（1970）4月2日～昭和46年（1971）4月1日
45歳 昭和40年（1965）4月2日～昭和41年（1966）4月1日
50歳 昭和35年（1960）4月2日～昭和36年（1961）4月1日
55歳 昭和30年（1955）4月2日～昭和31年（1956）4月1日
60歳 昭和25年（1950）4月2日～昭和26年（1951）4月1日

健康増進室  ☎36−1375問合せ先

交付年月日

氏名

生年月日

住所

受診券番号

平成 23 年 5 月 20
日

越前町

交付年月日平成 23
年 5 月 20 日

（有効期限：平成
24 年 1 月 31日まで

）

越前町長　関　  敬　
信

交付年月日

氏名

生年月日

住所

受診券番号

平成 23 年 5 月 20
日

越前町

交付年月日平成 23
年 5 月 20 日

（有効期限：平成
24 年 1 月 31日まで

）

越前町長　関　  敬　
信

　現在、子宮頸がん予防ワクチン接種をお待
ちいただいている高校2年生は平成23年9
月末までに接種を開始した場合に公費対象と
なります。ワクチン接種に関しては夏ごろま
でには1回目の接種ができる見とおしです。

健康増進室  ☎36－1375問合せ先

子宮頸がん予防ワクチン
接種について

「県民の歯を守る週間」

越前町に「越前つるかめ体操」の輪が広がっていまーす!

介護予防サポーター
養成講座 受講者募集！

回 日　　程 内　　　　　　容 講　　　　師

１
6／ 24（金）

午前9時30分～
11時30分

○開講式
○「高齢者の体と転倒予防」の
　お話

福井県健康管理協会
釣部雄史作業療法士

２
7／ 1（金）

午前9時30分～
11時30分

○実技「越前つるかめ体操」
　実践講座

福井県健康管理協会
釣部雄史作業療法士

○レクレーション初級講座 在宅介護支援センター職員

３
7／ 8（金）

午前9時30分～
11時30分

○認知症サポーター養成講座
○越前つるかめ体操実践

認知症サポーター養成キャラ
バンメイト

※修了者には、体操録音テープおよび 「介護予防サポーター証」 
　「オレンジリング」 を交付します。

申込・
問合せ先

越前町地域包括支援センター	 ☎36−1067			（織田病院横、織田保健福祉センター内）　　 

越前町社会福祉協議会	 本　　所	☎34−2388	 越前支所	☎37−0627
	 宮崎支所	☎32−3210	 織田支所	☎36−0698

先人の知恵を生かして乗り切ろう	 岡田　智子
隅に咲く花の命がいとおしい	 山田千栄子

悠々と伸び縮みして白い雲　　　　　	 松村　典子
年輪へ知恵がだんだん遠ざかる　　　	 武藤　久子
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★	町県民税は「地域社会の会費」です。
　町県民税は、越前町や福井県がいろいろな仕事をしていくために必要な費用を、町民の皆
さんが所得に応じて分担し合うという性格の税金で、所得税よりも納める人の範囲は広く
なっています。また、所得税は、個人が税金を計算して納めますが、町県民税は、町が税金
を計算して個人に通知し税金を徴収するしくみになって
います。
　サラリーマンの場合、所得税は毎月の給料とボーナス
から源泉徴収されるのに対し、町県民税は毎月の給料か
らだけ納めるしくみになっています。
　町県民税は、地域住民全員が地域の奉仕活動をする代
わりに、自分の所得の一定割合を税として納める「地域
社会の会費」です。

1月1日から12月31日までの1年間の所得に対して、国や県、町がそれぞれ課税します。

●徴収方法の違い 

→ 年間精算方式です。

→ 確定した所得で翌年に課税されます。

　事業者が給料や報酬を支払う場合、あらかじめ概算して天引きします（源泉徴収）。	
常時雇用されている場合は、その年の最後に支払う給料で年間分の税額を計算し、精算
します（年末調整）。徴収・計算を事業主が行い、まとめて税務署へ納付します。	

　事業主から提出された給与支払報告書や確定申告書などの課税資料に基づき、翌年度
税額を計算し決定します。町県民税の徴収方法には、給与天引き、年金天引き、個人納
付（納付書支払、口座振替）があり、所得の種類や納税者の方の年齢によって異なる方
法で納付します。

個人の所得

→ 国：所得税 → 税務署に納付します。

→ 県：県民税 → 町県民税として、町が一括して徴収し県へ納付します。

→ 町：町民税 → 　　　〃　　　　越前町に納付いただきます。

税務課  ☎34－8709問合せ先

《例》	「この機械を付ければ電話代が安くなる」と勧誘
し、実際にはそのような効果のない機械を販売。

《例》	元本保証のない金融商品を「確実に値上がりする
ので元本割れしない」と説明して販売。

《例》	眺望・日照を阻害する隣接マンション建設計画を
知りながら「眺望・日照良好」と説明し、建築計画
の事実を説明しないで販売。

《例》	消費者の自宅などにおいて、消費者が帰ってほし
い旨を告げているのに長時間にわたり勧誘。

《例》	事業者の販売店などで、消費者が帰りたい旨を告
げているのに長時間にわたり勧誘。

不実告知 （4条1項1号）

断定的判断の提供 （4条1項2号）

不利益事実の不告知 （4条2項）

不退去 （4条3項1号）

退去妨害 （4条3項2号）

　消費者契約法は平成12年5月成立、平成13年4月から施行された悪質な事業者から消費者を保
護する法律で、下記のような不当な勧誘で消費者が誤認・困惑し、それによって契約した時は当該消
費者が取り消すことができます。あの手この手の許せない不当行為を防止しましょう。

消費者
豆知識

消費者生活の
ご相談は…

総務課	消費生活相談窓口		☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

消費者を守る
消費者契約法とは？

所得税と町県民税との違い

所得税

町県民税

　住民税は翌年に請求がくるため、「失業中なのに住民税の納税通知書が送られてくる」
ということがあります。納付が困難な場合は、税務課までご相談ください。

◎ひと、くらし　輝いて
　フォークダンスかざぐるま
　  8：45～   9：00（6/18～ 24）
　13：45～ 14：00（6/18～ 24）

◎越前町いきいき情報局
①7：55～　②12：55～　③19：55～

◎Ｊｒ［ジュニア］
　おいしいもち米にな～れ
　たいら保育園 田植え体験
　  8：30～   8：45（6/15～ 21）
　13：30～ 13：45（6/15～ 21）
　20：30～ 20：45（6/15～ 21）

6月の越前町関連の番組放送時間表

地域ふれあいチャンネル（2CH）
（アナログ2ch・デジタル091ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。
問合せ先
　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課　☎21－3277

　丹南 HOT 情報チャンネル
（アナログ5ch）　

メタボ腹へ伸縮自在ズボン選る	 山内　千代
善悪に知恵の回った三歳児	 山谷　ゆり

隅つつく箸が反論くり返す	 司辻　文子
デザインよりも伸縮できる服選ぶ	 向当みつ子



え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
七
十
二
回

お
く
や
み

（
敬
称
略
、
5
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

（
敬
称
略
、
5
月
15
日
現
在
）

広報えちぜん 22広報えちぜん23 22

夏な

越ご
し

の
祓は

ら
え

と
茅ち

の
輪わ

く
ぐ
り

　

六
月
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域

の
神
社
の
中
に
は
、
茅か

や

を
使
っ
た
大
き
な
輪
が
作
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
茅

の
輪
は
、
厄
払
い
の
行
事
で
あ
る
大お

お

祓は
ら
え

の
う
ち
、
六
月
に

行
わ
れ
る
「
夏
越
の
祓
」
で
使
わ
れ
ま
す
。

　

大
祓
は
七
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
大
宝
律
令
で
宮
中
行

事
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
元
々
は
年
に
二
回
、
六
月
と

十
二
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
「
夏
越
の
祓
」

で
は
、
大だ

い

内だ
い

裏り

に
役
人
で
あ
る
貴
族
達
が
集
ま
っ
て
大
祓

の
詞
を
読
み
上
げ
、
人
々
の
罪
や
穢
れ
を
払
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
の
行
事
は
一
時
中
断
し
ま
す
が
、
江
戸
時
代
頃
に

再
開
さ
れ
次
第
に
一
般
に
も
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
で
は
祝
詞
奏
上
の
他
、
紙
で
つ
く
ら
れ
た
形か

た

代し
ろ

に

穢け
が

れ
を
移
し
て
払
っ
た
り
、
茅
で
作
ら
れ
た
大
き
な
輪
を

く
ぐ
る
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
茅
で
作
ら
れ
た
輪
を
く
ぐ
る
と
穢
れ
が
払
わ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
「
備び

ん

後ご

風ふ

土ど

記き

」
に
登
場
す
る

「
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

」
の
話
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
に
迷
っ
た
旅
人
を
貧
し
い
な
が
ら
も
も
て
な
し
た
蘇

民
将
来
は
、
実
は
神
で
あ
っ
た
旅
人
よ
り
疫え

き

病び
ょ
う

か
ら
身
を

守
る
お
守
り
と
し
て
茅
で
作
ら
れ
た
輪
を
授
け
ら
れ
、
災

厄
を
さ
け
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
茅
の
輪
は
穢
れ
で
あ
る

病
を
退
け
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
越
の
祓
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
思
い
は
、
平
安
時

代
に
編
ま
れ
た
「
拾

し
ゅ
う

遺い

和わ

歌か

集し
ゅ
う

」
の
中
に
も
登
場
し
ま
す
。

　

水み

無な

月つ
き

の　

な
ご
し
の
祓は

ら
え

す
る
人
は

　
　
　
　
　
　
　

千ち

歳と
せ

の
命　

の
ぶ
と
い
ふ
な
り

よ
み
人
し
ら
ず

（
夏
越
の
祓
を
し
た
人
は
、
寿
命
が
千
年
の
び
る
と
い
う
）

　

5
月
19
日
に
行
わ
れ
た
、1
歳
半
歯
科
健

診
の
様
子
で
す
。

　

初
め
て
の
体
験
に
不
安
を
の
ぞ
か
せ
る

子
ど
も
を「
大
丈
夫
だ
よ
」と
な
だ
め
る
母

親
の
や
さ
し
い
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

　

4
月
、5
月
と
お
休
み
し
て
い
た「
ｅ
～

子
な
越
っ
ち
ゃ
ん
」の
連
載
が
今
月
号
か
ら

再
開
し
ま
し
た
。

　

春
か
ら
小
学
生
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、こ
れ
か
ら
の
活
躍
ぶ
り
が
ま
す
ま
す
楽

し
み
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
あ
た
た
か

い
目
で
そ
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

今
ま
で
の「ｅ
～
子
な
越
っ
ち
ゃ
ん
」を
見

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で「
広
報
え
ち
ぜ
ん
」の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
が
見
ら
れ
る
の
で
、こ
の
機
会
に
あ

わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

休
日
当
番
医

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。	

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（5月1日現在）

人　口 23,986人

　男 11,582人
　女 12,404人
世帯数 7,295戸

（前月より4人増）

6
月
19
日（
日
）	

両
林
医
院	

☎
３
７ｰ

０
０
０
５

6
月
26
日（
日
）	

織
田
病
院	

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

7
月
3
日（
日
）	

整
形
外
科
大
城
医
院	

☎
３
２ｰ

３
５
０
０

7
月
10
日（
日
）	

伊
部
病
院	

☎
３
４ｰ

０
２
２
０

気
比
庄　
　

田
中　

朔さ
く

弥や

（
昭
弘
、
男
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●町立図書館宮崎分館をご利用くださ～い！
　宮崎コミュニティセンター内に町立図書館宮崎分
館が開館しました。
　約12,000冊の図書が皆さんのご来館をお待ちして
います。
　絵本、小説、雑誌、マンガなど、ご家族揃って図
書館で読書タイムはいかがでしょうか。

※夜間は管理人室で貸出・返却を行います。
　貸出：図書館から本を選び、利用者カードといっしょに管理人室にお持ちください。
　返却：返却する本を管理人室にお持ちください。

午前9時～午後9時 毎週月曜日・年末年始・特別整理期間開 館 時 間 休	 館	 日

4月は、
貸出人数　426人
貸出冊数	1,613冊

でした。

児童書コーナー 閲覧コーナー やきものに関する図書

自在鉤頑固親父も吊し上げ　　　　　	 上坂　末男
隅っこの隠しカメラが喋り出す　　　	 木下百合子

知恵袋枯れて眼鏡の度が進む　　　　	 原　　榮子
隅のない丸い視点に出る本音　　　　	 関谷美和子



えちぜんカレンダー 6月16日～7月15日

生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H17.4.2～H18.4.1
（第４期）H 5 .4.2～H 6 .4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

おはなしひろば

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

毎月第２土曜日
実施日

14：00～14：30
時　　間

朝 日 中 央 保 育 所
朝 日 西 保 育 所
朝 日 南 保 育 所
朝 日 北 保 育 所
あ さ が お 保 育 園

宮 崎 中 央 保 育 所

小 曽 原 保 育 所
城 崎 南 保 育 所
西 徳 寺 保 育 園
四 ヶ 浦 保 育 園
た い ら 保 育 園
は ぎ の 保 育 園
陶 の 谷 保 育 所
織 田 保 育 所

34－0081
34－5602
34－1614
34－1762
34－1110

32－2067

32－2039
39－1801
37－1354
37－0305
36－0251
36－0396
32－3014
36－0160

実　施　日 場　　　所 電話番号
なかよしひろば（園開放）

※時間・内容などについては各保育所（園）にお問合せください。
※参加する児童は保険に加入しないため、安全管理は保護者の責任でお願いします。

納税のお知らせ 消費者生活ホットライン ☎0570ｰ064ｰ370町県民税
納期限 6月30日（木）

6 月15日（水）
6 月14日（火）
6 月15日（水）
6 月16日（木）
6 月22日（水）
6 月16日（木）
7 月  7日（木）
6 月17日（金）
毎 日
毎 日
毎 日 午 前 中
毎 日 午 前 中
毎 日 午 前 中
毎 日 午 前 中
毎 週 木 曜 日
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再生紙を使用しています

（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！
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月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所
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16日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

17日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

20日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

21日（火） 心配ごと相談 １３：００～１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）

22日（水）
離乳食教室 ９：３０～１0：００ 朝日保健センター（西田中）

子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

23日（木） 離乳食教室 ９：３０～１0：００ 織田保健福祉センター（織田）

24日（金） 心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター

24日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

27日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

28日（火） こころと福祉の移動相談会
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710 １３：３０～１４：３０ 越前地域福祉センター（梅浦）

29日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所
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1日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

4日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

5日（火） 心配ごと相談 １３：００～１６：００ 宮崎コミュニティセンター（江波）

6日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

7日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

8日（金）
離乳食教室 ９：３０～１0：００ 朝日保健センター（西田中）

子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

11日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

12日（火）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

3歳児健診 １３：３０～１４：３０ 朝日保健センター（西田中）

13日（水）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

15日（金）


